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解説

　等速度運動している台上での物体の運動は，台が静止している場合と同様になる。　

　　




　　②

　小球の質量は台座の運動に影響を与えない。

　　台座の加速度をとして，運動方程式は
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　　ゆえに
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

　　台座上で観測すると，小球には，重力，張力の他に

　　慣性力が左向きにはたらき，この力がつりあうから

　　　　　より
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　　小球はつりあいの位置を中心に単振動するから　……①

　　台座から見た見かけの重力加速度の方向は，つりあいでの糸の方向で，その大き

　　さ は

　　　　     
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　　よつて

　　　　 

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   

講評

　単振り子の問題．単振り子の周期は　



　を使う．等加速度運動している

場合は，見かけの重力加速度の大きさを として　 


 
として計算する．

　問題の見た目は難しいが，きちんと解いていけばそれほど難しくは無い．慣性力の内容

などもきちんとつかんでおきたい．
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